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皆さん、こんにちは。日本では、暑さが和らぎ、秋の訪れ

を感じる季節でしょうか。こちらカンボジアでも、夕方の農作

業の時間には、涼しい風が吹くようになりました。 

今回のＤｒｅａｍ通信では、グループ農作業に関する新たな

取り組み、第２回生徒会総選挙、そしてサッカー場の設置の３

点についてお伝えします。 

農業ミーティグ 

裏の農園で行っているグループ農作業を、もっと子どもたち

にとって学びや喜びの多いものとするため、７月から新たに、

２週間に１度の農業ミーティングを行っています。ここでは、

園全体で収穫物や量を調整し安定させて、毎日のおかずを一品

賄っていくことを目的としています。 

ミーティングでは、まず、作付けに適した野菜の順番、それ

ぞれの野菜の収穫までに要する期間などを知る勉強から始め、

8 月からは作付け計画を作成しました。数か月先までの農作業

の計画を立てることは子どもたちにとっても初めての試みで

す。各リーダーを中心に、グループの皆で相談しながら計画を

立てていきました。しかし、植えた種が発芽しなかったり、害

虫の被害に遭ったりと、計画通りにいかないことも多々ありま

した。その度にグループ内で対策を話し合ったり、さらに農業

ミーティングで共有して、様々な事例を基に対策を考えるなど、

１つの問題の解決のために皆で考え、実行に移しています。そ

して、最近になってようやく各グループが１年以上先の計画を

立てられるようになりました。 

先日、裏の農園で収穫した空芯菜の炒め物が食卓にあがりま

した。収穫したグループを発表し、他の子どもたち全員から「あ

りがとう」と言葉が贈られると、グループの子どもたちは少し

照れくさそうな表情を浮かべていました。 

今後もグループ農作業を通じて、園の収穫物を安定させ、 

毎日のおかずを一品賄っていくとともに、農業の知識だけでな

く、仲間との協調性や計画性、忍耐力など様々な力を身につけ、

将来その力を発揮出来るようになって欲しいと思います。 
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リーダーが集まり、野菜の育て方について勉強 

グループで話し合い、作付け計画を作成 

「ありがとう」と言われ顔がほころぶ子どもたち 



生徒会選挙 

９月に入り、園の生徒会発足から１年が経ちました。この１

年間で、子どもたちは生徒会でそれぞれの役割を遂行し、自分

の仕事に責任を持つということを学んできました。また、何か

問題が起これば自分たちで話し合ってルールを考え、職員に報

告をすること、役職のない子どもたちも、そのルールを守って

生活することで、自発的、自治的な組織を作り上げてきました。 

そして、このたび、１年間の任期終了に伴って、新たな生徒

会のメンバーを決める選挙を行いました。選挙では、子どもた

ち一人一人が誰がリーダーにふさわしいかを考え、紙に名前を

書いて投票します。その結果、新生徒会長には高校１年生のロ

ン・ヴィラ―（写真中央）、副会長に高校１年生ソク・パンニ

ャ―（右）、中学３年生サエム・チャンソン（左）が選ばれま

した。３人とも緊張の面持ちを浮かべるともに、７５人の中か

らたった３人選ばれたことへの喜び、そして自分たちが園を作

っていくんだ、という決意を新たにした表情をしていました。 

用紙に名前を書き込み投票します 

選ばれた３名には、はじめに１番大切なこととして、他の子

どもたちの模範となるように、何事に対しても誰よりも頑張る

ように指導しました。子どもたち自身が、園を良くするために

考え、実行していく中で、率先垂範の行動を実践し、自主性や

組織の運営について学んでいって欲しいと願っています。 
３人で協力して、より良い園にしていきます！ 

サッカー場 

最近、子どもたちもすっかり大きくなり、今では園の子ども

７５人中半数以上が中学生になりました。そのため、自由時間

に大きな子どもたちは園内で思いっきり遊ぶことが難しくな

ってきました。そこで、子どもたちが全力で体を動かせる場を

つくってあげたいという思いから、農園の横の一角にサッカー

場の設営を行いました。もちろん、設営は全て子どもたち自身

で行いました。敷地内の草を刈り、小石を除去し、土をならし

てロープで囲います。ゴールも全て手作りです。約３週間をか

け、小さめですがサッカー場が完成しました。 
完成したサッカー場 

現在は週に２日サッカー場を開放し、たくさんの子どもたち

が元気いっぱいに走り回っています。以前はサッカーをする機

会があまりなく、ルールも良くわかっていなかった子どもたち

でしたが、練習や試合を重ねるほどに、どんどん上達してきま

した。普段のボール遊びの中でも、今はサッカーが１番人気で

す。小学生もバレーコートを使って練習試合を行い、中高生は、

実践に加えてシュートやパスなどの練習にも励んでいます。 

初めはうまくいかないことでも、何度も何度も繰り返して努

力をしていけば必ず上達していきます。サッカー場は新たな

「努力すること」の学びの場となりました。 
チームに分かれて試合をしています 


